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大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
蘭
洲
遺
稿
に
つ
い
て

寺
　
門
　
日
出
男

序

　

五
井
蘭
洲
（
一
六
九
七
～
一
七
六
二
）
は
、
懐
徳
堂
の
黄
金
期

を
支
え
た
中
井
竹
山
・
履
軒
兄
弟
の
師
で
あ
り
、「
懐
徳
堂
の
学

風
を
確
立
し
た
」（
山
川
出
版
社
『
日
本
思
想
史
辞
典
』、「
五
井

蘭
洲
」
項
、
平
成
二
十
一
年
四
月
）
人
物
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
懐
徳
堂
研
究
で
は
看
過
し
得
な
い
存
在
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
か
つ
て
陶
徳
民
が
懐
徳
堂
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
、

「
山
片
蟠
桃
の
よ
う
な
異
色
な
門
下
生
に
つ
い
て
は
研
究
密
度
が

か
な
り
高
い
の
に
対
し
、
そ
の
師
竹
山
・
履
軒
に
つ
い
て
の
検
討

は
充
分
と
は
い
え
ず
、
中
井
兄
弟
の
師
蘭
洲
と
い
う
『
通
儒
全
才
』

に
つ
い
て
の
研
究
は
な
お
さ
ら
不
十
分
で
あ
る
」（『
懐
徳
堂
朱
子

学
の
研
究
』
三
頁
、
平
成
六
年
三
月
、
大
阪
大
学
出
版
会
刊
。）

と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
懐
徳
堂
学
派
の
研
究
に
お
い
て
は
、
山
片

蟠
桃
・
冨
永
仲
基
の
二
人
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
が
主
流
で
あ
っ

た
。
近
年
、
竹
山
・
履
軒
に
つ
い
て
は
一
定
の
研
究
成
果
が
蓄
積

さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
蘭
洲
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
、

残
念
な
が
ら
陶
の
指
摘
か
ら
二
十
年
を
経
た
今
も
、
大
差
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
蘭
洲
を
研
究
す
る
際
に
利
用
さ
れ
る
文
献
が
限
定
的

で
あ
る
点
も
ま
た
、
問
題
で
あ
る
。
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に

津
軽
藩
を
致
仕
し
て
以
後
、
蘭
洲
は
懐
徳
堂
の
助
教
と
し
て
後
進

の
育
成
に
努
め
る
傍
ら
、
著
述
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
よ

う
で
あ
り
、
蘭
洲
の
墓
碑
銘
に
は
、「
撰
述
の
書
、
既
に
笥
（
本
箱
）

を
累
」
ね
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る（
１
）。

墓
碑
銘
と
い
う

文
章
の
性
格
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
蘭
洲
が
相
当
量

の
著
述
を
残
し
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し

て
、
従
来
の
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、『
古
今
通
』、『
勢

語
通
』と
い
っ
た
日
本
古
典
の
研
究
書
、漢
文
で
は
荻
生
徂
徠『
論
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語
徴
』
を
批
判
し
た
『
非
物
篇
』
が
主
で
あ
り
、
そ
の
他
の
資
料

が
俎
上
に
上
る
こ
と
は
少
な
い
。
そ
も
そ
も
、
蘭
洲
撰
と
さ
れ
る

資
料
が
、
ど
れ
だ
け
の
量
が
ど
こ
に
現
存
し
て
い
る
の
か
、
そ
の

中
に
仮
託
書
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
か
と
い
っ
た
こ
と
が
、
現
在

な
お
、
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

蘭
洲
関
係
の
資
料
を
最
も
多
く
所
蔵
し
て
い
る
の
は
、
大
阪
府

立
中
之
島
図
書
館
で
あ
る
。
総
数
は
刊
本
・
鈔
本
・
手
紙
等
、
計

約
九
十
点
に
も
の
ぼ
る
。
そ
の
中
心
に
あ
る
の
が
、〔
五
井
蘭
洲

講
義
筆
記
〕
と
称
さ
れ
る
資
料
群
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
名
称
の
と

お
り
、
蘭
洲
の
講
義
録
で
あ
る
な
ら
ば
、
蘭
洲
の
学
問
研
究
に
お

い
て
は
無
論
の
こ
と
、
懐
徳
堂
研
究
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要
な

意
味
を
持
つ
。

　

私
は
か
つ
て
、「
五
井
蘭
洲
遺
稿
の
伝
存
に
つ
い
て
」（
都
留
文

科
大
学
国
文
学
会
『
国
文
学
論
考
』
四
十
号
、
平
成
十
六
年
三
月
）

と
題
す
る
論
考
を
発
表
し
、
蘭
洲
著
述
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
伝

存
し
て
い
る
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
際
、
大
阪
府
立
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
〔
五
井
蘭
洲
講
義
筆
記
〕
中
の
鈔
本
に
、
蘭
洲
自

筆
本
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
十
分
に
検
討
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

本
稿
は
、そ
の
際
に
取
り
上
げ
た『
質
疑
篇
』・『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』

を
中
心
に
検
討
し
、〔
五
井
蘭
洲
講
義
筆
記
〕
が
ど
の
よ
う
な
性

格
の
資
料
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一

　
『
質
疑
篇
』・『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』を
含
む〔
五
井
蘭
洲
講
義
筆
記
〕

は
、全
六
十
五
種
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
。同
資
料
の
全
容
は
、「
若

干
の
懐
徳
堂
関
係
資
料
」（
平
野
翠
・
多
治
比
郁
夫
、『
大
阪
府
立

図
書
館
紀
要
』
第
二
十
七
号
、
平
成
三
年
三
月
発
行
）
に
示
さ
れ

て
い
る（
２
）。

同
論
考
で
は
こ
の
六
十
五
種
の
資
料
に
つ
い
て
、「
筆

者
不
明
な
が
ら
す
べ
て
同
筆
」と
い
う
説
明
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

〔
五
井
蘭
洲
講
義
筆
記
〕
と
い
う
名
称
が
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て

つ
け
ら
れ
た
も
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら
の
資
料

群
は
、
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
に
大
阪
市
内
の
古
書
店
か
ら
一
括

購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。こ
の
中
に
は
例
え
ば
、『
中
庸
講
義
』、『
易

経
紀
聞
』、『
詩
経
講
説
』
の
よ
う
に
、
講
義
の
筆
記
録
と
考
え
ら

れ
る
も
の
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
書
店
が
命
名

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

は
じ
め
に
、こ
れ
か
ら
検
討
の
主
な
対
象
と
す
る
、『
質
疑
篇
』・

『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
の
書
誌
情
報
を
挙
げ
、
そ
の
後
に
私
見（
※
）

を
付
し
た
い
。

①　

質
疑
篇　
　

一
冊

〔
寸
法
〕
郭
内
二
十
・
三
㎝
×
十
四
・
七
㎝
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②　

蘭
洲
先
生
遺
稿　
　

二
冊

〔
寸
法
〕 

上
冊
郭
内
二
十
・
三
㎝
×
十
四
・
七
㎝
、
下
冊
郭

内
十
九
・
七
㎝
×
十
四
・
五
㎝

〔
書
式
〕 

四
周
単
辺
。
有
界
。
上
冊
・
下
冊
と
も
に
毎
半
葉

十
行
字
数
不
定
。
版
心
上
冊
・
下
冊
と
も
に
「（
黒

魚
尾
）
巻
之
（
葉
数
）」。

〔
内
題
〕
な
し
。

〔
外
題
〕
書
き
題
簽
「
蘭
洲
先
生
遺
稿 

上
（
下
）」。

〔
印
記
〕 

各
冊
一
葉
に
「
尚
経
閣
図
書
記
」・「
大
阪
府
立
図

書
館
蔵
書
之
印
」
の
印
。

〔
分
類
（
請
求
）
番
号
〕
〇
四
一
―
四
二
〇

※
題
簽
（
図
２
）
の
字
は
①
の
題
簽
と
同
筆
で
、
本
文
と
は
別

筆
。
蘭
洲
が
著
し
た
漢
詩
文
を
集
め
た
も
の
。
冒
頭
に
「
中

風
行
擬
白
楽
天
」
と
題
す
る
七
言
古
詩
。
二
番
目
に
「
四
楽

説
」
と
い
う
散
文
、
そ
の
末
尾
に
「
宝
暦
己
卯
（
九
年
）…

執
筆
病
床
（
病
床
に
執
筆
す
）」
と
あ
る
。
三
番
目
が
「
中

〔
書
式
〕 

四
周
単
辺
。
有
界
。
毎
半
葉
十
行
字
数
不
定
。
版

心
「（
黒
魚
尾
）
巻
之
（
葉
数
）」。

〔
内
題
〕「
質
疑
篇
」。

〔
外
題
〕
書
き
題
簽
「
質
疑
篇 

五
井
蘭
洲
先
生
著
并
書
」。

〔
印
記
〕 
巻
頭
に
「
尚
経
閣
図
書
記
」・「
大
阪
府
立
図
書
館

蔵
書
之
印
」
の
印（
３
）。

〔
分
類
（
請
求
）
番
号
〕
一
八
六
―
三
八
二

※
題
簽
（
図
１
）
の
字
は
本
文
と
別
筆
。
内
容
は
漢
文
体
の
い

わ
ゆ
る
読
書
札
記
で
あ
り
、「
講
義
録
」
で
は
な
い
。「
五
井

蘭
洲
先
生
著
并
書
」
と
い
う
題
簽
が
本
当
な
ら
ば
、
五
井
蘭

州
の
自
筆
定
稿
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
現
時
点
で
は
貴

重
書
扱
い
は
さ
れ
て
い
な
い
。
蘭
洲
の
没
後
、
中
井
竹
山
・

履
軒
が
遺
稿
を
整
理
校
訂
し
て
刊
行
し
た
も
の
に
、『
質
疑

篇
』
と
題
す
る
同
名
の
書
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
本
。
巻

頭
に
「
寛
延
庚
午
（
一
七
五
〇
）
孟
夏
」
の
序
文
が
あ
り
、

同
年
、
蘭
洲
が
自
撰
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

図
１�
図
２�
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風
論
」。
四
番
目
が
「
有
間
（
引
用
者
注
：
有
馬
の
こ
と
）

記
事
」。
い
ず
れ
も
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
蘭
洲
が

中
風
を
発
症
し
、
有
馬
温
泉
で
湯
治
を
し
て
い
た
時
の
作
が

続
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
は
同
年
に
書
き
起
こ

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
上
下
冊
を
通
じ
て
同
筆
で
あ
る

が
、
上
冊
の
五
～
十
六
葉
の
み
別
筆
。
た
だ
し
、
そ
の
中
に

見
ら
れ
る
字
句
の
訂
正
は
同
筆
（
図
３
）。

　

ま
ず
用
紙
に
着
目
す
る
と
、
①
と
②
の
上
冊
と
は
匡
郭
内
の
寸

法
が
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
匡
郭
右
端
の
疵
の
位
置

が
同
じ
で
あ
る
（
図
４
・
５
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
者
は
同
じ

版
木
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
、
裏

葉
の
左
か
ら
三
番
目
の
界
線
を
見
る
と
、
①
に
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
疵
が
②
の
上
冊
に
あ
る
（
図
６
）
こ
と
か
ら
、
①
を
印
刷
し
た

段
階
で
は
、
版
木
の
損
傷
が
右
端
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
②
上

図３

図５ 図４
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冊
の
用
紙
を
印
刷
す
る
時
点
ま
で
に
劣
化
が
進
み
、
②
下
冊
を
執

筆
す
る
時
点
で
は
さ
ら
に
損
傷
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
新
た
な
版

木
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

無
論
、
①
お
よ
び
②
上
冊
の
よ
う
な
疵
の
あ
る
版
木
で
刷
ら
れ

た
も
の
が
、
市
販
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
①
と
②
と
は
、

同
一
人
物
が
手
持
ち
の
版
木
で
罫
線
を
印
刷
し
た
も
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
印
記
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。「
尚
経
閣
図
書
記
」

の
印
が
誰
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、現
段
階
で
は
未
詳
で
あ
る
が
、

〔
五
井
蘭
洲
講
義
筆
記
〕
の
多
く
に
押
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
尚
経
閣
」と
は
、お
そ
ら
く
旧
蔵
者
の
書
室
の
名
な
の
で
あ
ろ
う
。

①
・
②
に
は
な
い
が
、〔
五
井
蘭
洲
講
義
筆
記
〕
に
は
同
印
の
外
、

「
船
曳
氏
蔵
書
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
数
存
在
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
資
料
群
は
船
曳
氏
な
る
人
物
の
旧
蔵
書
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
①
・
②
の
題
簽
は
、
船
曳
氏
の
筆
跡
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
文
の
筆
跡
は
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
①
と
②
が
同
一
人
の
筆

か
否
か
、
判
断
に
迷
う
。
し
か
し
、
双
方
と
も
蘭
洲
が
書
い
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
同
一
人
の
も
の
と
考
え
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
②
を
執
筆
す
る
前
に
、
蘭
洲
は
中
風
を
発
症
し
て
、

左
半
身
が
不
随
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。発
症
当
初
は
特
に
、

筆
記
に
困
難
を
伴
っ
た
に
相
違
な
い
。
②
上
冊
の
冒
頭
部
分
（
五

～
十
六
葉
）
の
別
筆
で
書
か
れ
た
も
の
は
、
第
三
者
に
筆
記
を
依

頼
し
、
後
か
ら
蘭
洲
が
校
訂
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

①
・
②
と
も
に
蘭
洲
自
筆
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

運
筆
を
見
て
も
、
②
が
蘭
洲
自
身
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
ろ
う

こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
冊
初
め
の
方
で
は
文
字
が

大
き
く
運
筆
が
遅
い
（
図
７
）
の
に
対
し
、
次
第
に
文
字
が
小
さ

く
、
筆
の
運
び
も
速
く
な
り
、
下
冊
に
入
る
と
一
変
し
て
①
の
状

態
に
近
づ
い
て
い
る
（
図
８
）。
お
そ
ら
く
、
上
冊
の
執
筆
を
始

め
た
頃
は
、
自
由
の
利
か
な
い
体
で
一
字
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と
書
い

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
リ
ハ
ビ
リ
の
成
果
で
次
第
に
中
風

発
症
前
に
近
い
状
態
に
近
づ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図６
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二

　
『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
が
、
蘭
洲
自
筆
本
で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に

裏
付
け
る
資
料
が
、〔
五
井
蘭
洲
講
義
筆
記
〕
の
中
に
あ
る
。
そ

れ
は『
非
伊
編
』で
あ
る
。ま
ず
は
書
誌
情
報
と
私
見
と
を
掲
げ
る
。

③　

非
伊
編　
　

一
冊

〔
寸
法
〕
外
形
二
十
七
・
二
㎝
×
十
九
・
四
㎝

〔
書
式
〕
無
郭
無
界
の
紙
を
使
用
。
十
行
二
十
字
。

〔
内
題
〕「
非
伊
編
」。

〔
外
題
〕
打
付
け
書
き
「
非
伊
編
」。

〔
印
記
〕 

巻
頭
に
「
尚
経
閣
図
書
記
」・「
大
阪
府
立
図
書
館

蔵
書
印
」
の
印
。

〔
分
類
（
請
求
）
番
号
〕
一
八
六
―
三
四
六

※
外
題
と
本
文
は
同
筆
。
内
容
は
伊
藤
仁
斎
の
『
論
語
古
義
』

等
の
著
作
を
非
難
し
た
も
の
。
蘭
洲
の
代
表
的
著
書
の
一
つ

と
し
て
諸
書
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
は
『
非
伊
篇
』

の
表
記
で
通
用
し
て
い
る（
４
）。
管
見
の
限
り
、
府
立
図
書
館
本

以
外
に
鈔
本
を
発
見
で
き
て
い
な
い
。
全
体
に
推
敲
の
跡
が

見
ら
れ
る
。
末
尾
に
本
文
と
同
筆
で
、「
此
一
篇
係
宝
暦
十

一
年
病
中
作
」
と
あ
る
。

図８ 図７

懐徳堂研究　第 6 号　平成 27 年 2 月 28 日

8



　

こ
の
『
非
伊
編
』
冒
頭
部
（
図
９
）
と
②
上
冊
所
収
の
「
古
学

論
」（
図
10
）
と
は
、
内
容
が
類
似
し
て
お
り
、
し
か
も
同
筆
で

あ
る
。た
だ
、全
体
の
分
量
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、『
非
伊
編
』

は
全
三
十
四
葉
余
、
概
算
で
一
万
三
千
字
程
に
な
る
。
一
方
、「
古

学
論
」
は
全
体
で
約
千
五
百
字
、
ほ
ぼ
『
非
伊
編
』
の
序
文
に
相

当
す
る
。

　

で
は
、
両
者
の
関
係
は
ど
う
な
の
か
。
双
方
の
冒
頭
部
分
を
掲

げ
、
比
較
対
照
し
て
み
た
い
。（
説
明
の
都
合
上
、
初
め
か
ら
「
古

学
論
」
と
異
な
っ
て
い
る
箇
所
に
傍
線
を
付
し
、
後
か
ら
本
文
の

右
側
に
書
き
加
え
ら
れ
た
箇
所
を
太
字
に
し
た
。）

　

古
学
論

　

余
少
時
聞
洛
有
仁
齊
、
唱
復
古
之
学
、
以
誘
学
者
、
四
方
之

士
、
從
遊
者
衆
。
然
未
嘗
閲
其
所
著
書
。
今
也
余
以
病
屏
居
多

借
假
、
借
童
子
問
於
友
人
讀
之
、
而
後
知
仁
斎
之
學
、
特
據
孟

子
仁
義
擴
充
之
一
端
以
立
言
、
乃
遺
寡
欲
之
訓
也
。
乃
喜
陳
熟

緩
慢
畧
無
攖
拂
之
説
。
人
情
大
抵
好
放
肆
悪
県
撿
束
律
已
。
故

從
之
者
多
。
仁
斎
可
謂
曲
学
阿
世
哉
。

　

非
伊
編

　

余
少
時
聞
洛
有
仁
齊
者
、
唱
復
古
之
學
、
以
誘
学
者
、
四
方

從
遊
之
士
衆
。
然
未
嘗
閲
其
所
著
書
。
今
也
余
以
病
屏
居
多
借

図９

図10
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暇
、
借
童
子
問
語
孟
字
義
等
於
友
人
讀
之
、
而
後
知
仁
斎
之
學
、

恃
據
孟
子
仁
義
擴
充
之
一
端
以
立
言
、
遂
遺
寡
欲
之
訓
也
。
乃

喜
陳
熟
緩
慢
畧
無
攖
拂
之
説
。
孔
子
嘗
称
公
綽
之
不
欲
、
戒
申

悵
之
慾
、
又
戒
康
子
以
不
欲
、
孟
子
又
曰
、
養
心
莫
善
於
寡
欲
。

仁
齋
尊
孔
孟
、
恃
違
其
訓
。
是
以
直
内
方
外
之
説
、
在
所
不
取
。

人
情
大
抵
好
放
肆
悪
県
撿
束
律
已
。
故
從
之
者
多
。（
仁
斎
）

可
謂
曲
学
阿
世
哉
。

　
「
古
学
論
」
が
書
か
れ
た
の
は
宝
暦
九
年
、『
非
伊
編
』
は
宝
暦

十
一
年
。「
古
学
論
」
は
仁
斎
の
『
童
子
問
』
の
み
を
読
ん
だ
上

で
の
批
判
で
あ
る
の
に
対
し
、『
非
伊
編
』で
は
批
判
の
対
象
が『
語

孟
字
義
』
等
の
諸
書
に
、
対
象
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
違
い
は

後
者
が
二
年
後
に
書
き
改
め
ら
れ
た
こ
と
と
符
合
す
る
。
ま
た
、

『
非
伊
編
』
は
「
古
学
論
」
を
基
と
し
な
が
ら
、
相
当
に
改
変
を

加
え
、
さ
ら
に
そ
の
上
で
推
敲
を
重
ね
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
う
し
た
書
き
換
え
が
、
蘭
洲
以
外
の
人
物
、
例
え
ば
懐
徳
堂

関
係
者
な
ど
に
よ
っ
て
、
蘭
洲
に
無
断
で
為
さ
れ
た
と
は
考
え
に

く
い
。『
非
伊
編
』
は
蘭
洲
の
自
筆
稿
本
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。

同
筆
の
『
五
井
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
に
つ
い
て
も
、
同
じ
で
あ
る
。

三

　

で
は
、
こ
れ
ら
〈
五
井
蘭
洲
講
義
筆
記
〉
を
所
蔵
し
て
い
た
「
船

曳
氏
」
と
は
誰
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
で
き
る
資
料
が
現
段
階
で

は
見
当
た
ら
な
い
た
め
断
言
は
で
き
な
い
が
、
懐
徳
堂
に
関
わ
り

の
あ
る
人
物
か
ら
該
当
し
そ
う
な
者
を
探
せ
ば
、
船
曳
谷
園
（
一

七
二
四
～
一
八
〇
一
）
が
そ
の
人
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
『
稿
本
大
阪
訪
碑
録
』
所
載
の
船
曳
谷
園
墓
碑
銘（
５
）
に
よ
れ
ば
、

谷
園
は
播
磨
出
身
の
医
者
。
二
十
四
歳
の
時
、
大
坂
に
出
て
開
業

す
る
傍
ら
、
懐
徳
堂
第
二
代
学
主
中
井
甃
庵
（
竹
山
・
履
軒
兄
弟

の
父
。
蘭
洲
と
は
友
人
）
の
門
下
で
儒
学
を
学
ん
だ
。
著
書
に
『
傷

寒
通
明
』・『
中
風
通
明
』
等
が
あ
っ
た
と
い
う
。
書
名
か
ら
み
て
、

後
者
は
中
風
に
つ
い
て
の
研
究
書
と
思
わ
れ
る
。
谷
園
は
中
風
治

療
の
専
門
医
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

中
井
履
軒
が
し
ば
ら
く
の
間
、
介
護
に
付
き
添
っ
て
い
た
こ
と

は
、『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
上
冊
所
収
の
「
送
中
井
徳
二
兄
還
郷
」

詩
に
、「
臥
病
在
他
郷　

今
朝
与
君
別
（
病
に
臥
し
て
他
郷
に
在

り　

今
朝
、
君
と
別
る
）」
と
あ
る
こ
と
等
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、

竹
山
あ
る
い
は
懐
徳
堂
が
、
蘭
洲
の
た
め
に
他
に
ど
の
よ
う
な
手

当
て
を
行
っ
た
の
か
、
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

　

宝
暦
八
年
、
谷
園
が
師
事
し
て
い
た
中
井
甃
庵
が
亡
く
な
っ
て
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い
る
。
そ
の
一
年
後
、
蘭
洲
が
病
を
発
し
た
時
、
谷
園
が
な
お
懐

徳
堂
で
学
ん
で
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
谷
園
が
中
風

の
専
門
医
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
竹
山
に
依
頼
さ
れ
て
、
あ
る
い

は
谷
園
自
ら
が
申
し
出
て
、
蘭
洲
の
治
療
に
あ
た
っ
た
可
能
性
が

高
い
。

　

五
井
蘭
州
は
生
前
、
自
分
の
著
述
を
す
べ
て
処
分
す
る
よ
う
、

周
囲
に
依
頼
し
て
い
た
ら
し
い（
６
）。

そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
こ
の
よ
う

に
蘭
洲
の
著
述
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
た
の
か
。
蘭
洲
の
最
期
を
看

取
っ
た
谷
園
が
、そ
の
遺
稿
を
処
分
し
て
し
ま
う
こ
と
を
惜
し
み
、

一
括
し
て
引
き
取
り
、
保
存
し
て
い
た
も
の
が
、〈
五
井
蘭
洲
講

義
筆
記
〉
と
し
て
今
に
伝
わ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
、
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

結

　

蘭
洲
は
中
風
に
罹
っ
て
も
な
お
、「
披
繙
（
読
書
）・
論
著
し
、

斃
れ
て
後
已
」
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る（
７
）。

現
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ

た
『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
は
、
中
風
発
症
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
を
置
か

ず
に
、『
非
伊
編
』
は
宝
暦
十
一
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
著
わ
さ
れ
、

そ
の
後
も
推
敲
を
繰
り
返
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
彼
は
宝
暦

十
二
年
に
没
し
て
い
る
か
ら
、「
斃
れ
て
後
已
む
」
と
い
う
竹
山

の
言
葉
は
、
決
し
て
誇
張
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
蘭
洲
は
自
己
の
著
述
を
公
開
す
る
こ
と
、
自
己
を
喧
伝

す
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
。
同
じ
く
墓
碑
銘
に
よ
れ
ば
、「
請

梓
者
屡
而
弗
聴
（
梓
を
請
ふ
者
、
屡
々
な
る
も
聴
さ
ず
）」、
竹
山

に
「
死
之
日
、
勿
碣
焉
、
勿
文
焉
。（
死
す
る
の
日
、
碣
す
る
勿
れ
、

文
す
る
勿
れ
）」
と
遺
言
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
も
あ
っ

て
蘭
洲
の
学
問
的
業
績
も
、
そ
の
思
想
も
、
正
し
く
把
握
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。

　

だ
が
、
蘭
洲
の
こ
う
し
た
生
き
方
が
、
後
進
に
与
え
た
影
響
は

決
し
て
小
さ
く
な
い
。
た
と
え
ば
中
井
履
軒
は
、
そ
の
代
表
的
な

撰
述
で
あ
る
『
史
記
雕
題
』
第
一
冊
見
返
し
に
、「
復
謵
不
餽
而

忘
人
、
因
以
為
天
人
（
復
謵
し
て
餽
ぢ
ず
し
て
人
を
忘
れ
、
因
り

て
以
て
天
人
と
為
ら
ん（
８
））」

と
い
う
、『
荘
子
』
庚
桑
楚
篇
に
基
づ

く
書
き
入
れ
を
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
世
俗
的
が
自
己
を
ど
う
評

価
す
る
か
は
意
識
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
自
己
を
高
め
る
た
め
に
学
問

に
打
ち
込
む
、
履
軒
の
生
き
方
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

中
風
に
倒
れ
た
後
も
読
書
・
論
著
に
励
ん
だ
師
・
蘭
洲
の
姿
を
、

強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
履
軒
も
蘭
洲

と
同
じ
く
、
生
前
は
門
人
等
が
刊
行
す
る
こ
と
を
求
め
て
も
、
決

し
て
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
蘭
洲
の
処
世
観
が
竹
山
・
履
軒
を

は
じ
め
と
す
る
懐
徳
堂
学
派
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
は
、
今
後
も
っ
と
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
に
お
け
る
検
討
に
よ
っ
て
、『
質
疑
篇
』・『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
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お
よ
び
『
非
伊
編
』
は
、
い
ず
れ
も
蘭
洲
自
筆
本
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
と
「
同
筆
」
の
〔
五
井
蘭
洲

講
義
筆
記
〕
六
十
五
種
全
て
が
、
蘭
洲
自
身
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
こ
れ
ら
全
体
に
つ
い
て
の

検
討
も
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
） 「
五
井
蘭
洲
墓
碑
銘
」（
中
井
竹
山
撰
）
に
よ
る
。
蘭
洲
の
墓
は
、
実
相

寺
（
現
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
）
に
今
も
残
っ
て
い
る
。
墓
石
の
劣

化
が
著
し
か
っ
た
が
、
懐
徳
堂
記
念
会
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
、
文
字
の

判
読
も
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
池
之
上
晃
敏
「
五
井
蘭
洲
の
墓
石
保
存

処
理
に
つ
い
て
」（『
懐
徳
』
七
十
七
号
、
平
成
二
十
一
年
一
月
、
懐
徳

堂
記
念
会
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
） 

同
図
書
館
所
蔵
の
懐
徳
堂
関
係
資
料
を
網
羅
し
た
目
録
と
し
て
、
他
に

湯
城
吉
信
「
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
懐
徳
堂
関
係
資
料
目
録
」

（
大
阪
大
学
中
国
学
会
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
七
号
所
収
、
平
成

十
七
年
六
月
）
が
あ
る
。
こ
の
目
録
は
「
若
干
の
懐
徳
堂
関
係
資
料
」

に
載
る
情
報
に
本
づ
き
、カ
ー
ド
検
索
と
実
見
と
に
基
づ
い
て
補
完
し
、

同
館
所
蔵
の
懐
徳
堂
関
係
資
料
の
全
容
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
の
サ
イ
ト
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。http://w

w
w
.ct.osakafu-u.

ac.jp/~y_yuki/

（
3
） 

本
稿
で
は
、
大
阪
府
立
図
書
館
の
受
入
印
（
受
入
年
月
日
・
受
入
番
号
）

に
つ
い
て
は
割
愛
し
た
。

（
4
） 

た
と
え
ば
『
漢
学
者
伝
記
及
著
述
集
覧
』（
小
川
貫
道
著
、
昭
和
十
年

四
月
）、『
近
世
漢
学
者
伝
記
著
作
大
事
典
』（
関
儀
一
郎
他
著
、
昭
和

十
八
年
六
月
）
は
、
と
も
に
蘭
洲
の
著
述
と
し
て
『
非
伊
篇
』
の
名
を

挙
げ
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、「
五
井
蘭
州
先

生
墓
碑
」
に
『
非
伊
篇
』
と
あ
る
こ
と
、
蘭
洲
の
徂
徠
学
批
判
の
著
述

が
『
非
物
篇
』
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
5
） 

本
稿
で
は
『
浪
速
叢
書
』
第
十
巻
（
昭
和
四
年
五
月
、
浪
速
叢
書
刊
行

会
）
に
よ
っ
た
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
谷
園
の
墓
は
生
玉
寺
町
（
現
大
阪

市
天
王
寺
区
生
玉
寺
町
）
の
銀
山
寺
に
あ
っ
た
と
い
う
。
銀
山
寺
は
現

存
す
る
が
、
谷
園
の
墓
石
は
も
と
よ
り
、
船
曳
家
の
墓
所
自
体
も
残
っ

て
い
な
い
。

（
6
） 『
非
物
篇
』
序
（
竹
山
撰
）
に
、
蘭
洲
没
後
、
竹
山
・
履
軒
兄
弟
が
、「
奉

治
命
、
以
整
理
遺
稿
（
治
命
を
奉
じ
、
以
て
遺
稿
を
整
理
す
）」
と
あ
る
。

竹
山
が
あ
え
て
「
治
命
（
健
康
な
時
の
命
）」
の
語
を
用
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
健
康
な
時
に
は
原
稿
の
校
訂
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

死
期
が
近
づ
く
と
、
逆
に
遺
稿
を
処
分
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
7
） 

注
1
に
同
じ
く
、「
五
井
蘭
洲
墓
碑
銘
」
に
よ
る
。

（
8
） 
こ
の
文
の
解
釈
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
に
履
軒
撰
『
荘

子
雕
題
』
に
拠
っ
た
。
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